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はじめに 
 1911(明治 44)年６⽉ 21 ⽇に九⼗九⾥沖で
寺⽥寅彦博⼠が上位蜃気楼を観測して以来、
2015 年に千葉県九⼗九⾥町で再観測するまで、
本地域において明らかに上位蜃気楼と認識で
きるスケッチ・写真・記述等は⾒つからなかっ
た 1)。 
 今回、近代の⽂豪である徳冨蘆花(本名:健次
郎)が 1917(⼤正 6)年夏、九⼗九⾥浜滞在中に
上位蜃気楼である変形太陽を⽬にして記した
と考えられる⽂章を⾒出したため、検証する。 

随筆「九⼗九⾥」とその記述 
1918(⼤正 7)年発⾏『新春』2)中の随筆「九

⼗九⾥」で、徳冨蘆花は豊海村⼩字粟⽣(現:九
⼗九⾥町粟⽣)で過ごした 1917(⼤正 6)年 7 ⽉
1 ⽇〜8 ⽉ 1 ⽇の⼀夏を回想している。当時は
健康法として海⽔浴が⼈気で、蘆花も好天⽇は
⽇の出前と昼過ぎに海⽔浴を⾏っていた。海⽔
浴について次の記述がある。 
⼤抵は⽇輪様より私が早かつた。海にざぶざ
ぶやつて居る中に⽇が出ることがある。上つ
てから出ることもありました。⼤抵は⽔平線
に横雲がかゝり、⽔から直ぐに⽇の⽣るゝを
⾒たことはありませんでした。鳴浜村の⼩学
校⻑押鐘さんの話によれば、四年間⽇の出を
⾒るが、完全の⽇の出は滅多にないとのこと
でした。私の⼀⽉の経験ではもとより然であ
りました。⼤抵雲がありました。ある時は市
⼥笠の容

な り

をして⽇が出ました。ある時は靄
もや

があつて、ぼんやりと真鍮⾊に⽇が出ました。�
市⼥笠とは古代・中世に⽤いられたつばの広い
編笠の⼀種で、主に外出する⼥性が被るもので
あった(図 1)。この「市⼥笠の容

なり

」が変形太陽
の描写と考えられる。 

図１ 描かれた市⼥笠 3) 
 
 
 
 
 
 
 

市⼥笠形太陽の観測 
 「九⼗九⾥」によれば、蘆花はいつも粟⽣海
岸で海⽔浴しているため、太陽を⾒た場所も同
所と考えられる。また蘆花は⽇記 4)を残してお
り、ここから観測⽇を特定することができた。
⽇記には時々刻々と変形する太陽の詳細な記
述もあった。 
◯七⽉九⽇(⽉)� 晴� ⾵冷�
⽇の出ぬ内にと急ぎ浜に出る。有明⽉は⻄に
かゝり、東は⽇出前の明るく、秋暁の様な気
が海陸に満ちて居る。(中略)�
細君が来た。共に⽇の出を⾒る。最初⽔平線
上の雲に⼀線の朱がある。やがて其の上にま
た短かい朱線が出来る。上のが漸次拡⼤して、
丁度市⼥笠の形になる。やがていびつのゆら
ゆらした⼤きな⽇が出る。渚に⾦が流れる。�

以上により、蘆花の⾒ている間に太陽は⼤きく
分けて四段階の変化をしていたことが分かっ
た。 

徳冨蘆花が⾒た変形太陽 

蘆花が記述した「最初⽔平線上の雲に⼀線の
朱がある(①)」、「やがて其上にまた短い朱線が
出来る(②)」、「上のが漸次拡⼤して丁度市⼥笠
の形になる(③)」、「やがていびつのゆらゆらし
た⼤きな⽇が出る(④)」、という記述と類似す
る変形太陽を表 1 に 4 ⽇分⽰した。 



考察 

蘆花が記した①〜④の各記述について、以下
に考察する。 
① 発表者は蘆花と同様に、⽔平線上に線状の

太陽を観測している。ただし、最初に現れ
る「⼀線の朱」は 2023年 7 ⽉ 30 ⽇のよう
に直線的なものもあれば、他の 3⽇間のよ
うなやや厚みのある線状の太陽も観測し
ている。 

② 2023年 7 ⽉ 30 ⽇や同年 8 ⽉ 2 ⽇に、⽔平
線上に現れた太陽の直上に短めな太陽が
⾒えることがあり、本記述と同様の変化を
確認できた。また、2015 年８⽉６⽇のよう
に線状の太陽が膨らみ始めた後、その直上
に太陽が現れるパターン、2021 年 7 ⽉ 20
⽇のようにグリーンフラッシュとともに
直上の太陽が伸びて⽔平線上の太陽と合
わさったように変化する等、様々な変化も
⾒出している。 

③ 2021 年 7 ⽉ 20 ⽇のように市⼥笠のように
なるパターンもあるが、帽⼦状、あるいは

四⾓い太陽へ変化するパターンもあるた
め、様々な変化があることを観測している。 

④ 海上の逆転層を太陽が上りながら通過す
る際、キノコ状に変化し揺らぎなら太陽の
下部が変化することを観測したので、同様
な「ゆらゆら」を観測したと考えられる。 

上記のように、発表者が観測した変形太陽の
様⼦と徳冨蘆花の⽇記の記述には合致する点
が多いことから、蘆花の⽇記及び随筆「九⼗
九⾥」は⼤正６年夏に九⼗九⾥町の海岸で上
位蜃気楼である変形太陽を⾒出した貴重な記
録と考えられる。 
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筑摩書房  
表１ 徳冨蘆花の記述と九⼗九⾥町真⻲海岸で観測した変形太陽の⽐較 

 2015 年 8 ⽉ 6 ⽇ 2021 年 7 ⽉ 20 ⽇ 2023 年 7 ⽉ 30 ⽇ 2023 年 8 ⽉ 2 ⽇ 

①最初
⽔平線
上の雲
に⼀線
の朱が
ある     
②やが
て其上
にまた
短い朱
線が出
来る     
③上の
が漸次
拡⼤し
て丁度
市⼥笠
の形に
なる     
④やが
ていび
つのゆ
らゆら
した⼤
きな⽇
が出る     

 


